
令和 7年度  八尾隣保館 事業報告 

1.事業の継続性及び運営の透明性 

① 理事会を 6回、評議員会を 1回開催し、法人の運営等について審議、報告した。 

② 施設長会議およびマネージャー会議を計 10回開催し、法人の事業運営等について協議をおこなった。 

③ 行政・法人ホームページおよび全国社会福祉法人経営者協議会ホームページ上に令和 6 年度法人決

算書類を公開した。また、各事業所の行事報告等を法人ホームページ・SNSより随時発信を行った。 

④ 令和 7 年 4 月に八尾市在宅福祉サービスネットワークセンターの土地・建物を基本財産に追加し、令和

8年 1月から改修工事を実施している。 

2.人材の確保と育成 

① 人材の確保として各種求人サイトや学校訪問等を通して、介護職員 7名、保育教諭 6名、母子支援員 

１名、看護師 2名、調理員１名、事務員１名を採用した。また、令和 8年 4月入職者として介護職員 4名、

保育教諭 5名、母子支援員 1名、少年指導員１名を採用した。 

② 外国人留学生 10 名（ベトナム人 3 名・フィリピン人 7 名）が、特別養護老人ホーム成法苑、第二成法苑

つむぎにてアルバイトをしながら日本語学校や専門学校(介護)に通学しうち 2 名が令和 8 年 4 月から正

社員となった。 

③ 法人内部研修として新人職員研修や階層別研修を行った。その他外部研修に職員を派遣した。 

3.地域公益事業 

① 社会貢献事業として 10件の相談を受け、内 4件に対し計 243,825円の経済的支援を行った。 

② スマイルサポーター事業として 3園合わせて計 32件の相談を受けた。 

③ 学習支援事業として八尾市内の中学生 11名、高校生 4名に対し支援を行った。 

④ 介護者リフレッシュ旅行として 11月に鳥取方面へ出掛け、在宅介護者 5名に参加いただいた。 

⑤ 八尾市ひとり親家庭支援ネットワーク事業として、3回の会議とデイキャンプを実施した。 

⑥ 住宅確保要配慮者居住支援事業として、133件の相談を受け、成約件数は 48件だった。 

⑦ 法人後見は対象者１名実施。 

⑧ 子ども食堂 27 ヶ所、母子生活支援施設 2 ヶ所に対する食支援活動の実施。 

⑨ 要支援児童等見守り強化事業として、配食 5世帯の利用。 

 



令和 7年度 キリンこども園・キリン第二こども園 事業報告 

1.利用者支援の充実 

① 一時保育・休日保育事業は、可能な限り受け入れを行った。一時保育は緊急時の未就園児や、子育て

負担軽減の為の利用、就労による定期的な利用が多かった。 

② 定期的にカンファレンスを実施し、子どもへの理解やアプローチ方法を職員同士で共有しながら、支援に

一貫性が持てるようにした。 

③ 要保護児童の見守りと障がい児保育では、八尾市保育こども園課やこども総合支援センターほっぷ、東

大阪こどもセンター等他機関との連携を図った。 

④ 体調不良児保育は、保育中の体調不良や感染症・怪我等に看護師が対応する事により、子どもと保護

者の安心に繋がった。 

⑤ 精神不安定や発達障がいのある保護者に対して声掛けをし、信頼関係の構築に努めた。 

2.人材育成と環境づくり 

① 特別支援教育や不適切保育等、人権に関する対応を中心とした研修に参加し、専門性の向上に努め

た。 

② 昼礼や委員会活動、職員会議などを通して職員の連携強化に努めた。 

③ 実習生、学生アルバイトについては、学校へのアプローチ等含め採用に繋がるよう努めた。 

④ 連絡帳アプリ（スマートビュー）の導入により、保護者・職員双方の安心感と業務効率の向上につながっ

た。 

3.地域とのつながりと共生 

① 園庭開放、地域交流（そらいろ）は予定通り実施でき、定期的に利用する親子が多かった。 

② 高齢者施設や高校生との交流は可能な限り実施した。 

4.時代が必要とするサービスの創造 

① Instagramでの発信を充実させ、保育の見える化に取り組んだ。 

② 未就園児を抱える家庭に向けての子育て支援として、LINEを活用した相談事業を実施した。（キリン） 

③ カフェ「いざよい」は定期的に利用する保護者も増え、繋がりも深まった。 

④ こども誰でも通園制度は10月より実施し、定期的に利用される方もいた。 

5.事業の継続性及び運営の透明性 

① 一時保育は延べ人数目標の 167％、休日保育は延べ人数目標の 94％に達した。（キリン） 

② 一時保育は延べ人数目標の 274％に達した。（第二） 



 
 

令和 7年度  ルフレ八尾 事業報告 

1.利用者支援の充実 

① 心理的な支援を必要とする利用者に対し専門家による心理相談、プレイセラピーを実施した。また、心理

士が学習室にて、子どもと遊び、より子どものことを理解しカウンセリングの質を高めた。 

② 週に一度、ケース検討会議を多職種で実施することで、情報共有の強化や多様な視点からの支援計画

の作成を図った。また、計画に沿った支援を母子に実施することで、子育て支援、親子関係調整支援な

どに努めた。 

③ 自己評価を実施し、職場全体の課題や目標を整理することで支援の質の向上を図った。 

2.人材育成と環境づくり 

① 日本子ども虐待防止学会の学術集会等へ参加し、様々な領域の支援内容を学んだ。また他機関・他職

種へのさらなる理解や、関係機関との連携の必要性、今後の施設のあり方についての学びを深めた。 

② 学識経験者や心理士との勉強会及び外部研修にも積極的に参加し、支援スキルの向上やメンタルヘル

スについての学びを深めた。また、会議で研修報告を行い、職員一人ひとりの専門性及び資質向上に努

めた。 

3.地域とのつながりと共生 

① 大阪府ひとり親家庭土・日夜間相談事業及び八尾市こども・子育て総合電話相談で子育ての悩みや 

相談に応じ、地域におけるニーズの把握と支援に努めた。 

② ヤングケアラー支援はにかむは、学習支援びはーとと並行しながら家庭内の課題に対しても関わりを深

めた。また、体験活動を実施しこどもたちの健やかな成長の支援に努めた。 

③ 断らないショートステイを実践することで利用者数の増加に繫がり、母子のレスパイトや育児疲れ等によ

る虐待の防止支援に努めた。 

4.時代が必要とするサービスの創造 

① 産後ケア事業や親子支援事業の中で母子の心理的安定や愛着形成の促進ができるよう、関係機関や

他職種と連携を図り、健やかな子育てができるような支援に努めた。 

② BP１（親子の絆づくりブログラム〝赤ちゃんがきた！〟）を実施し、母親同士がお互いの状況や体験を

話し合うことで自然に育児の知識やスキル、親の役割などを一緒に学べる環境を構築した。 

③ 若年被害女性等の早期把握事業として SNS ネットパトロールや TikTok の広告作成、運用、チラシの作

成等を行い、若年女性に対して情報発信に努めた。 

5.事業の継続性及び運営の透明性 

① 母子生活支援施設の機能を紹介した動画の活用や施設情報を継続的に Instagramへ掲載するなど積極

的な周知に努めた。 

② 各種委員会の活動を通して、施設の環境整備や職員に対してヒヤリハットの周知等を積極的に行った。 

③ 退居後においても母子が自分らしく生活していけるよう権利ノートを活用し、日々の支援を通じて母子の

権利擁護に向けた取り組みを図った。 

 



令和 7年度  特別養護老人ホーム成法苑  事業報告 

1.専門性が高いサービスの提供 
① 介護・看護・栄養・リハビリなどの多職種が連携し、食事形態の見直しを実施。嚥下機能の維持・向

上および誤嚥性肺炎の予防に取り組んだ。 

② 認知症介護実践者研修を2名が修了し、専門的なサービス提供体制を強化した。排泄ケアでは、利

用者一人ひとりの状態に応じた環境整備やオムツ、パットの種類や排泄のタイミングの見直しを行

い、尊厳と快適性の向上を図った。 

③ 季節ごとの外出や大阪万博などへの参加機会を設け、心身機能の維持向上、生活意欲の喚起、スト

レス軽減につなげた。 

2.人材育成と環境づくり 

① 職場環境改善に向け、展示会でICT機器の視察や移乗用リフトのデモ体験を行い、導入に向けた検

討を進めた。 

② 人材育成では、人事評価制度に基づき経験年数や役割に応じた研修へ参加し、専門知識と技術の

向上を図った。 

3.地域とのつながりと共生 

① 自治会との協働を通じて地域ニーズの把握に努め、地域に開かれた施設運営を推進した。 

② 法人内各部署や地域包括支援センターと連携し、転居に伴い飼えなくなった犬の一時預かりなどの

地域支援に取り組んだ。 

③ 「走るデパ地下」の案内を地域へ回覧し、近隣住民も参加できるイベントを開催した 

4.時代が必要とするサービスの創造 

① 第二福祉避難所としての役割を果たすため、貯水槽への取水口の取り付けや食料・生活必需品の

備蓄を進め、受入体制を整備した。 

② 外国人職員のインターン受入や短時間勤務など、多様な働き方に対応できる体制を継続。業務分担

の最適化と効率化を図り、生産性向上と持続可能な運営基盤の構築に取り組んだ。 

5.事業の継続及び運営の透明性 

① 安定した経営基盤の確保に向け、高い入居率を維持した。ショートステイでは年間稼働率90％を維

持し、多様な利用ニーズに柔軟に対応した。 

② リスクマネジメント委員会および高齢者人権擁護委員会を中心に、身体拘束ゼロ・褥瘡ゼロの継続を

目指した取り組みを推進。虐待防止と権利擁護の徹底を図った。 

 



令和 7年度  特別養護老人ホーム第二成法苑つむぎ 事業報告 

1.専門性が高いサービスの提供 

① 認知症介護実践者研修に 1名参加。令和 8年度はリーダー研修に参加予定。 

② 外出では、春・秋とあなたの夢叶え隊として「長居公園」「サーカス」「大阪万博」「地域で開催されているイ

ベント」と馴染みのある場所に外出した。また、入居者の状態にあわせて、公園など近場にも出かけた。 

③ 看取りケアに関して、家族への安心と職員の不安解消を目的にホームドクターを採用し、これまで手薄で

あった祝日・日曜日・年末年始にも対応できる体制を整え、継続した安心の看取りケアに繋げられた。 

2.人材育成と環境づくり 

① 外部研修やeラーニングを活用し、多種多様な研修を受講でき、早期に法定研修も受講する事が出来た。 

② ウルトラファインバブル発生装置「ピュアット」購入し、職員の入浴介助時の負担軽減、利用者の肌への負

担軽減に成功した。 

③ 議事録作成・録音アプリを導入し、ケアプラン・会議録作成時間について、業務負担軽減を行った。 

3.地域とのつながりと共生 

① 行事をきっかけにキッチンカーを数多く招いた。その場に地域住民の方を招き、施設見学を実施した。 

② 地域の方や民生委員、町づくり協議会の方と合同で防災訓練にて豚汁の炊き出し、段ボールベッドの体

験を行い有事に備えた訓練を行った。 

4.時代が必要とするサービスの創造 

① 外国人留学生を採用。コアとなる時間帯を検討し、効率良く生産性を高めた勤務配置が出来た。 

5.事業の継続及び運営の透明性 

① 入居の年間稼働率は95％、短期入居稼働率102％を達成できた。短期入所に関しては、特養の空室を活

用し、稼働率UPや新規利用者獲得に繋げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7年度 養護老人ホーム心合寮 事業報告 

1.専門性が高いサービスの提供 

① 個々のニーズや心身機能に応じた処遇計画を作成し、個別ケアや目標の達成を目指した。 

② 季節折々の行事、クラブ活動、機能訓練、残存機能を活かした役割作り等（ゴミ出し、配膳、下膳、畑作業、

環境整備等）により、心身機能の維持や生活の質の向上を図った。 

③ 緊急の入所依頼や処遇困難ケース等も積極的に受け入れ、部署全体で共通認識を持ち、断らない支援を

目指した。 

④ 定員変更（40名→25名）に伴う入所者の転所調整に関しては、本人家族の意向を尊重しながら八尾市や措

置市と協議の上、計画的に実施できた。 

2.人材育成と環境づくり 

① 年間研修計画に沿った法定研修等のeラーニングを受講し、専門職として知識の習得や技術の向上に努め

た。（23回） 

② 自己チェックリスト等を活用し、障がいや高齢者の虐待防止について正しい知識の習得に努めた。（2回） 

③ 職員自身が企画立案した勉強会を開催し、モチベーションの向上を図った。（2回） 

3.地域とのつながりと共生 

① 地域行事への参加やボランティアを積極的に受け入れ、地域に開かれた施設として協力し合える関係性の

構築に努めた。 

② 社会福祉士（3名）、介護等体験（25名）の実習生を受け入れた。 

4.時代が必要とするサービスの創造 

① 業務分担の見直しや細分化を図り、シニア世代の就労継続を実現した。 

② 空床を活用し、女性相談センターのDV一時保護（2件）や契約入所（5件）を受け入れ、安全性の確保や支

援内容の充実に努めた。 

5.施設の継続性及び運営の透明性 

① 稼働率 94.2％ 

② Instagramへの投稿や広報紙等により、各関係機関等に施設機能の情報発信が拡充できた。 

③ BCP（災害・感染症）に基づき、訓練や研修を計画的に実施できた。（各2回ずつ） 

④ 地域密着型特養への用途変更に伴い、施設全体のランニングコストや省エネルギー化を意識した、設備更

新が実施できた。 

 


